
二冥

報

第

一
七
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第

一
七
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、　
一
九
九
二
年

一
二
月
二
、
三
日

の
両
日
、
平
城
宮
跡
資
料
館
講
堂
に
お
い
て
、
会
員
約

一
六
〇
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
白
樺
文
書
、
藤
原
宮
七

一
―

〓
二
・

七
五
十

三
二
・
七
九
次
、
平
城
京
二
五
二

。
二
五
三
次
、
二
条
大
路
、
平
城
宮

二
五
九
次
、
飛
鳥
京

一
三

一
次
、
屋
代
遺
跡
の
木
簡
が
展
示
さ
れ
た

（写
真
展

示
を
含
む
）
。

◇

一
二
月
二
日

（土
）
（午
後

一
時
１
六
時
）

第

一
七
回
総
会

（議
長
　
加
藤
友
康
氏
）

狩
野
久
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
行
な
い
、
続
い
て
議
事
に
入
っ
た
。

会
務
報
告

（館
野
和
己
委
員
）

会
員
数

（新
入
会
貝

一
九
名
、
退
会
者
三
名
、
現
在
三
〇
二
名
、　
一
九
九
六

年
度
新
入
会
承
認
七
名
）
、
幹
事
の
交
替
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

編
集
報
告

（栄
原
永
遠
男
委
員
）

『木
簡
研
究
』

一
七
号
の
編
集
過
程
が
報
告
さ
れ
、
本
号
か
ら
活
版
印
刷
を

や
め
、
図
版
以
外
は
全
面
的
に
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
踏
み
切
っ
た
旨
報
告
が
あ

っ
た
。
会
誌
代
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で
五
五
〇
〇
円
と
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

会
計

・
監
査
報
告

（綾
村
宏
委
員

・
笹
山
晴
生
監
事
）

綾
村
委
員
か
ら

一
九
九
四
年
度
の
会
計
決
算
報
告
が
行
な
わ
れ
、
笹
山
監
事

か
ら
会
計
が
適
正
に
運
営
さ
れ
て
い
る
旨
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
綾
村
委

員
か
ら

一
九
九
六
年
度
予
算
案
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

以
上
の
条
件
に
つ
き
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

会
則
改
正
提
案

（館
野
和
己
委
員
）

個
人
会
員
に
加
え
て
、
団
体
会
員
制
を
導
入
し
た
い
旨
提
案
が
あ
っ
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
会
則
第
五
条
第

一
項

。
第
二
項
の
改
正
案
が
示
さ
れ
た

（本
誌

一

九
六
頁
掲
載
会
則
及
び
三
〇
頁
掲
載
会
告
参
照
）
。
本
改
正
案
に
つ
い
て
も
、

異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

研
究
集
会

（司
会
　
栄
原
永
遠
男
氏
）

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
白
樺
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ

・
Л

・
ヤ
ニ
ン
氏

飛
鳥
京
跡
第

一
三

一
次
調
査
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
鶴
見
泰
寿
氏

和
田
　
率
氏

ヤ
ニ
ン
氏
の
報
告
に
入
る
前
に
、
松
木
栄
三
氏
か
ら
同
氏
の
紹
介
、
白
樺
文

書
の
概
略
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

ヤ
ニ
ン
氏
の
報
告
は
、
三
浦
清
美
氏
の
通
訳
で
行
な
わ
れ
た
。
白
樺
文
書
の

内
容
や
筆
記
呉
等
出
土
品
と
の
関
係
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
討
論
で
は
日
本
の
木

簡
と
の
比
較
な
ど
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。
報
告
内
容
は
本
号
に
掲
載
で
き
た
。



鶴
見
報
告
は
、
前
記
遺
跡
の
検
出
遺
構
及
び
木
簡
の
出
土
状
況
、
和
田
報
告

は
木
簡
の
内
容
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

研
究
集
会
終
了
後
、
同
会
場
で
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
た
。

◇

一
二
月
三
日

（
日
）
（午
前
九
時
―
午
後
三
時
三
〇
分
）

研
究
集
会

（司
会
　
鎌
田
元

一
氏
）

一
九
九
二
年
全
国
出
土
木
簡
概
要

長
野
県
屋
代
遺
跡
群
と
出
土
木
簡

古
尾
谷
報
告
は
、　
一
九
九
五
年
に
木
簡
が
出
土
し
た
全
国
六
四
遺
跡
の
概
要

と
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
本
号
に
掲

載
で
き
た
。

寺
内
報
告
は
屋
代
遺
跡
群
の
概
要
、
福
鳥
報
告
は
木
簡
の
内
容
と
そ
の
特
徴
、

水
沢
報
告
は
木
簡
の
形
状
や
製
作
技
法
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
。

昼
休
み
に
、
平
城
宮
第
二
次
朝
堂
院
東
第
六
堂
の
発
掘
現
場
を
見
学
し
、
午

後
は
両
日
の
報
告
に
関
す
る
討
論
が
行
な
わ
れ
、
町
田
章
副
会
長
の
挨
拶
で
閉

会
し
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
九
五
年

一
二
月
二
日

（土
）

終
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立
っ
て
、
会
務
報
告
、
会
誌

一
七
号
の
編
集
報
告
と
頒
価
、　
一
九

九
六
年
度
予
算
案
、
第

一
七
回
総
会

・
研
究
集
会
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
検
討

が
行
な
わ
れ
た
。

◇

一
九
九
六
年
六
月
七
日

（金
）

終
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

幹
事
の
委
嘱

（山
下
信

一
郎
氏
）
、　
一
九
九
五
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告
、
会
誌

一
人
号
の
編
集
計
画
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
編
集
担
当
に
は
鎌

田
元

一
委
員
と
古
尾
谷
知
浩
幹
事
が
あ
た
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
条
件
は

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
新
入
会
申
込
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
第

一

人
回
総
会

・
研
究
集
会
に
つ
い
て
、
日
程

・
報
告
内
容
が
検
討
さ
れ
た
。
ま
た

会
員
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
特
別
研
究
集
会
、
創

立
二
〇
周
年
事
業
に
つ
い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

◇

一
九
九
六
年

一
〇
月

一
人
日

（金
）

終
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

幹
事
の
委
嘱

（西
村
さ
と
み
氏
、
吉
川
敏
子
氏
）
、
会
誌

一
人
号
の
編
集
経

過
報
告
が
あ
り
、
第

一
人
回
総
会

・
研
究
集
会
の
日
程

。
内
容
が
検
討
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
了
承
さ
れ
た
。
委
員
の
改
選
、
委
員
会
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
、
次
回
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
回
報
告
が
あ

っ
た
九

名

・
二
団
体
に
つ
い
て
入
会
が
承
認
さ
れ
た
が
、
出
席
委
員
が
少
な
い
の
で
次

回
委
員
会
で
再
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
封
絨
木
簡
に
新
型
式
番
号
を
採
用

す
る
こ
と
に
な
っ
た

（凡
例
参
照
）
。
そ
の
他
会
員
名
簿
、
特
別
研
究
集
会
、

二
〇
周
年
記
念
事
業
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

（櫛
木
謙
周
）

水福寺 古
沢島内 尾

谷
教正隆 知
子樹夫 浩
氏氏氏 氏




